






宮内庁三の丸尚蔵館所蔵　出品作品一覧　（第70回　1920s-30s モダン・エイジ－光と影の造型美）

作品番号 作品名 作者名 員数 時代 ページ

1 ヴェルダン戦蹟之図
ハーバート・ヒュー・

スタントン
一面 1918 p. 8-9

2 ローマ聖ピエトロ大聖堂 フランソワ・パイク 一面 1921 p. 10-11

3 フォレスト遊園の雪景 アルベール・パケ 一面 1922 p. 10-11

4 アゼー城の入口 V・ピレンヌ＝ケペンヌ 一面 1921 p. 10-11

5 リエージュの街 ジャンヌ・ヌージャン 一面 1921年頃 p. 10-11

6 ゴブラン織扇形衝立
ロベール・ボンフィス、

国立ゴブラン製作所
一点 1918 p. 14

7 白熊図花瓶 セーヴル国立製陶所 一点 1920 p. 15

8 ムラーノ硝子金銀彩花瓶 一点 1920年代 p. 16

9 ムラーノ硝子花瓶
M・V・Mカッペリン

工房
一点 1930年頃 p. 16-17

10 芥子図皿
ローゼンタール磁器

製造所
一点 1937 p. 17

11 白磁金彩植物文花瓶 セーヴル国立製陶所 一点 1930 p. 20

12 海洋生物文噴水電燈 セーヴル国立製陶所 一点 1929 p. 21

13 赤切子硝子花盛器
ヴァル・サン・

ランベール硝子工場
一点 1923年頃 p. 22

14 赤切子硝子花瓶
ヴァル・サン・

ランベール硝子工場
一点 1928年頃 p. 22

15 青切子硝子花瓶
ヴァル・サン・

ランベール硝子工場
一対 1925 p. 22-23

16 琥珀切子硝子台付深鉢
ヴァル・サン・

ランベール硝子工場
一点 1930年代 p. 22-23

17 ヴォルガ河畔の乙女 ボリス・クストージェフ 一面 1916 p. 26

18 満洲鉄嶺 山本森之助 一面 大正6年（1917） p. 28

19 燈台 山本森之助 一面 大正9年（1920） p. 29

20 瑞彩 五面（三帖のうち） 大正13年（1924） p. 30-31

20-1 　御盃 川端龍子 p. 31

20-2 　耕作 堂本印象 p. 31

20-3 　虫狩 川崎小虎 p. 30

20-4 　かほり 山村耕花 p. 30

20-5 　雪山暮色 真道黎明 p. 30

21 潭上餘春 松林桂月 一幅 大正15年（1926） p. 32

22 富嶽茶園 松岡映丘 一幅 昭和3年（1928） p. 33

23 現代風俗絵巻 松岡映丘ほか 一巻 昭和3年（1928） p. 34-37

24 鳳凰之図 結城素明 対幅 大正14年（1925） p. 38



25 夏園新清 中川黄山 一幅 昭和5年（1930） p. 39

26 讃春 鏑木清方 六曲一双 昭和8年（1933） p. 40-41

27 木彫額　猿 黄土水 一面 大正12年（1923） p. 42

28 鐘ノ歌 新海竹太郎 一点 大正13年（1924） p. 43

29 古代婦人 藤井浩祐 一点 大正12年（1923） p. 44

30 冬薯蕷葛 新海竹蔵 一対 昭和3年（1928） p. 45

31 雪解 寺畑助之丞 一点 大正11年（1922） p. 46

32 牡丹螺鈿棚 五十嵐三次 一基 昭和8年（1933） p. 47

33 刺繍牡丹文衝立 一対 大正11年（1922） p. 48

34 友禅唐獅子図衝立 木村雨山ほか 一点 昭和8年（1933） p. 49

35 母性 池田勇八 一点 昭和3年（1928） p. 50

36 狩狼犬の仔 藤井浩祐 一点 昭和3年（1928） p. 50

37 青華磁隼置物 国立陶磁器試験所 一点 昭和8年（1933） p. 51

38 耳木菟 根箭忠緑 一点 昭和5年頃（1930頃） p. 51

39 兎 杉田禾堂 一点 昭和12年（1937） p. 51

40 スキーヤー大文鎮 朝倉文夫 一点 昭和5年（1930） p. 52

41 スキーヤー自動車飾 一点 昭和3年（1928） p. 52

42 きつね 中牟田三治郎 一点 昭和4年（1929） p. 54

43 軍犬図額 日名子実三 一面 昭和前期（20世紀） p. 55

44 南天小鳥唐草文花瓶 佐々木象堂 一点 大正6年（1917） p. 56

45 蚕桑唐草文花瓶 山本安曇 一点 大正10年（1921） p. 57

46 舟形花盛器 飴谷有民、渡邊萬里 一点 大正12年（1923） p. 58

47 花蝶文花盛器 川本吉蔵 一点 大正15年（1926） p. 59

48 十字文大皿 鴨政雄 一点 昭和7年（1932） p. 60

49 鍍銀香炉 溝口安太良 一点 昭和3年（1928） p. 60

50 七宝菊花形置時計 林谷五郎 一点 昭和3年（1928） p. 61

51 七宝梅文硯箱 安藤七宝店 一点 昭和前期（20世紀） p. 61

52 仿霽紅宝相華紋花瓶 小森忍 一点 大正後期～昭和初期（20世紀） p. 62

53 葆光白磁枇杷文花瓶 板谷波山 一点 昭和3年（1928） p. 63

54 葱文大皿 加藤土師萌 一点 昭和5年（1930） p. 64

55 黒釉窯変花文花瓶 一点 昭和前期（20世紀） p. 65

56 鉄砂釉草花文花瓶 松田陶石 一点 昭和6年（1931） p. 65



57 青華甜瓜文菱口花瓶 楠部彌弌 一点 昭和8年（1933） p. 66

58 彩埏蟠桃文花瓶 楠部彌弌 一点 昭和13年（1938） p. 66-67

59 辰砂呉洲碗 河井寬次郎 一点 昭和15年（1940） p. 68

60 鉄絵丸紋蓋物 濱田庄司 一点 昭和10年代 p. 68

61 赤被せ硝子花文花盛器
南満洲鉄道株式会社

窯業試験工場
一点 大正14年（1925） p. 70-71

62 月桂樹文硝子花瓶 南満洲硝子株式会社 一対 昭和7年（1932） p. 70

63 硝子花盛器・蝋燭立 三点 昭和5年（1930） p. 70-71

64 紫切子硝子花瓶 一点 昭和前期（20世紀） p. 72

65 青切子葡萄文硝子花瓶 一点 昭和前期（20世紀） p. 72















































































































































 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・各展覧会図録中，作品名や作者，制作年などの表記は，図録発行当時のものです。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録の著作権はすべて宮内庁に属し，本ファイルを改変，再配

布するなどの行為は有償・無償を問わずできません。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録（PDF ファイル）に掲載された文章や図版を利用する場合

は，書籍と同様に出典を明記してください。また，図版を出版・放送・ウェブサイト・

研究資料などに使用する場合は，宮内庁ホームページに記載している「三の丸尚蔵館収

蔵作品等の写真使用について」のとおり手続きを行ってください。なお，図版を営利目

的の販売品や広告，また個人的な目的等で使用することはできません。 

 












